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度の増加に伴ない, 塩化カリウム格子中に沃素イオンによる各種のクラスター (沃素イオン乱 三速の沃
素イオン等 )々 が出来ることに依ることが明らかにされている｡ 又, 吸収係数の濃度依存性を定量的に解
析することによって, 得られた吸収スペクトルを各クラスタ- に依る吸収帯の成分に分解する方法を提案




現象の一種であるパ- コレ- ションと考えた｡ 即ち, この現象は, この濃度に於いて沃素イオンの有限の
大きさを持つクラスターが多数存在する確率より, 無限の大きさ (格子全体に拡がった) を持つ大クラス
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この様に本論文では, 低濃度では不純物として存在していた沃素イオンが濃度増加に伴い ク ラス ター








論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
この論文は, 塩化アルカリと沃化アルカリ固溶体につき, 主として塩化カリウムと沃化カリウムの固溶
体における基礎吸収を詳しく測定し, それより得られた知見にもとづいて励起子の局在性と非局在性に関












2. 沃素イオンの濃度が, ある一定の値に達すると, 系の励起子は純粋の沃化カリウムでみられる非局所

















て, 励起子の問題をより根本的に理解する上で, 物性物理学の発展に寄与するところが少なくない｡ 従っ
て, 本論文は, 理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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